
北区防災シンポジウム

「住民が守り、守られるまちづくり」

武蔵校区第４町内自治会の試み

武蔵校区第４町内自治会長
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武蔵校区の推計人口(2023年1月1日時点) 3,093世帯 6,636人

高齢化率西側エリア：32.8％ 東側エリア：15.7％
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武蔵校区第４町内はどんなところ？

・築40年超の旧公団賃貸住宅団地

＞緩傾斜の台地の頂上にあり
リスクは主に火災と大地震

＞高齢化が進み、空き室も増加

＞４年前、団地の北端に
分譲マンションが竣工

＞賃貸住宅は３棟を１棟に集約して
商業再開発が進行
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2023年１月時点の町内生活者は推定110世帯260人

賃貸住宅（右２棟は解体中）

分譲
マンション

４町内

武蔵中学校

Google 2023

分譲マンション

賃貸住宅

商業再開発が進行

・性格の異なる２つの隣保

＞高齢者が大半を占める賃貸住宅棟

＞若い世帯が多数ながら、新規転入
者が集る分譲マンション棟

◎災害時の安否確認や
助け合いに不安が‼

・高層集合住宅の特性もあり
それぞれ近隣交流が希薄



①各町内に自主防災クラブを編成

②校区自治協議会で熊本地震の
校区震災記録誌刊行（2017年05月）

③校区防災委員会設置（2017年07月）

④校区震災対応訓練実施
（2017年以降2021年を除く毎年実施）

➄武蔵小学校・武蔵中学校避難所
運営委員会常設 （2021年04月）

●校区防災員委員長（2020年当時）との会話

①皆さんに、より身近な問題として防災を
考えてもらえる工夫はないだろうか？

➁指定避難所は密を避ける必要があるが、
収容力は果たして十分だろうか？

武蔵校区における防災まちづくりの取り組み

・記憶や経験を
風化させない

・今後の防災活
動に活かす
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武蔵校区４町内自治会で取り組んできたこと

居住者の皆さんに

●防災に関心を持ち、日頃から備えを
進めてもらう

●災害時の連絡や共助の体制づくりに
参加してもらう

町内自治会で

●災害時に想定される皆さんの避難
行動などに関する情報を集める

●災害時の連絡確保や共助の体制を
工夫する

①防災アンケートの実施 2020年秋 2021年秋

・アンケート記入を通して、平時の備えや、
災害時の避難行動・避難生活について考えてもらう

➁「防災あんない」配布 2021年秋 2022年春・秋

・防災に関する基礎的な情報を知ってもらう
・他者の平時の備えや災害時の行動想定を知ってもらう

（アンケート結果の紹介）

③災害時の連絡システムの試行 2022年夏・秋

・マンションの火災避難訓練や町内一斉清掃の機会に
安否確認システムを使用してもらう

①防災アンケートを
設計し、回答を分析

・地域の防災関連情報収集
・皆さんが想定する避難行動
（分散避難の見通し）
・共助の活動への参加意向

②災害時の連絡や
共助の体制を提案

・災害発生直後の安否確認

・避難生活開始後の共助や
公助のニーズ把握

・その時点でボランティアに
参加できる方の把握

・災害時の安否確認や連絡、共助の仕組みを知ってもらう
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熊本市北区、2021.2.15

武蔵校区４町内自治会「防災あんない」2021年版 04



安否確認や共助の連絡体制の仕組み、「防災あんない」2022年秋版 05

●強い地震や火災で避難する際は、 団
団地集会所前に集合して下さい

●災害時連絡票封筒を収めたパネルを用意します
（地震時は震度５強以上と考えられた場合、

地震発生後30分を目安に用意します）

●住戸ごとにパネルから封筒を受けとり、保管して
下さい

●一段落した段階で、封筒が残った（安否未確認
の）住戸を訪問して安否を確認すると共に、災害
時連絡票封筒を手渡しします

★運悪く同様の強い余震があった際は、別に用意してあ
るパネルを使って、改めて安否確認します

A：災害時連絡票封筒を受け取る
ことで安全を確認

マンションの火災避難訓練における安否確認風景

3号棟 R武蔵 号
武蔵校区４町内自治会

災害時連絡票封筒

●記入済の災害時連絡票は、
団地集会所や各棟１階に置いてあ
る回収箱に提出願います

●連絡票を基に、町内の連絡網や
相互支援の体制を作ります

●生活必需品が手に入らない場合
などは、中の「困りごと連絡票」
でご相談ください。回収箱の横に
も追加の連絡票を置きます

緊急の問い合わせ

自治会長もろずみ090-7986-1619

副会長うちだ 090-5286-1505

〇〇〇

XXX-XXXX-XXXX

XXX-XXXX-XXXX

〇〇〇〇

〇〇〇〇

●避難生活が始まり、生活必需品が入手できな
い、家具が動かせないなど、困りごとが起きた
時には、困りごと連絡票に記入して回収箱（鍵
付き）に入れて下さい

●武蔵中避難所を通じて、熊本市に支援物資の
提供やボランティアの派遣なども依頼できます

●困りごと連絡票は、回収箱の横や団地集会所
にも置くようにします。必要な時に受け取って、
提出して下さい

●災害時連絡票封筒には、「災害時
連絡票」と「困りごと連絡票」が
１枚ずつ入っています

●避難生活が始まった段階で、必要
事項を記入した災害時連絡票を、
回収箱(鍵付き)に入れて下さい

●回収箱は各棟１階及び、団地集会
所に置きます

B：災害時連絡票の提出

C：困りごと連絡票による相談



武蔵中避難所運営委員会と
町内避難者や北区災害対策本部との関係

武蔵校区防災連絡会（現在は、校区防災委員会が担当）

避難所担当職員
（熊本市職員）

地 域
（校区自治協等）

施設管理者
（学校長等）

指定避難所運営委員会
（武蔵小学校避難所運営委員会）

・避難所
担当職員
（市職員）

・施設管理者
（校長・教頭）

・地域
（校区自治協委員等）

・指定避難所避難者

指定避難所運営委員会
（武蔵中学校避難所運営委員会）

・地域
（校区自治協委員等）

・指定避難所避難者

・避難所
担当職員
（市職員）

・施設管理者
（校長・教頭）

情報共有
物資調整

屋外(車中）
避難者

在宅避難者 地域公民館
など

情報収集 ・ 物資配分

屋外(車中）
避難者

在宅避難者 地域公民館
など

情報収集 ・ 物資配分

北区
災害対策本部

熊本市
災害対策本部

連絡調整
・

支援

※熊本市避難所開設・
運営マニュアル2019(事
前準備編）10頁の図版
を基に作成

武蔵校区

※熊本市避難所開
設・運営マニュアル
2019(事前準備編）10
頁の図版を基に作成

●地域における指定避難所の役割

台風時：予防的避難場所の提供
災害時：被災者の避難生活の場と必要な物資や

サービスの提供
：自宅や車中など校区内で避難生活して

居られる方々の支援ニーズを踏まえた
物資やサービスの提供
（町内自治会などとの中継役）

「防災あんない」2022年秋版

折り畳んで持ち運びできるように軽い材料で作成

火災避難訓練の際の安否確認風景

町内一斉清掃の際の参加者確認風景

パーティなどの招待カード用封筒と
本に張り付けて使う図書カード収納
ポケットを使用

災害時連絡票パネルの利用イメージ 06



●町内自治会として「地震に対する備え」を考えておくことに賛同が得られた

・「必要と思う」町内全体で78％、旧公団隣保では89％に

・町内での避難を想定している人々の方が賛同する割合が高かっ
た

防災アンケートの回答から見えたこと
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親類などの家（N=26）

宿泊施設（N=8）

武蔵中避難所（N=43）

自家用車（N=37）

自宅（N=39）

Ｒ武蔵隣保（N=56）

旧公団隣保（N=18）

４町内全体（N=74）

問５：自治会として「地震に対する備え」を考えておくことは必要か？

そう思う なんとも言えない そうは思わない

各避難先を選択したグループ別集計

居住地区分別集計

そう思う 何とも言えない そうは思わない

町外へ避難

町内で避難生活

問５：皆さんにも参加していただきながら、町内自治会として
「地震に対する備え」について考えておくことは、必要だとを思いますか？

●多くの方から回答があり、防災に対する関心の高さを痛感した
・４町内全体の回答率は69％（107戸に配布 うちR武蔵は67戸）

・特にＲ武蔵隣保は８割を超え（2021アンケートでは７割）

●物資配給や炊き出しなどへの協力意思表明も多数いただいた

・ 状況次第で協力する：旧公団隣保４割 R武蔵隣保 ７割５分
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